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(2作品)、 新たな事業展開 (宇佐市、日田市)について発表 しました。

●摂食や輛下に焦点を絞つた、当法人独自の評価表を作成

●言語聴覚士や作業療法士による専門り八ビリテーションと、

支援員等による生活り八ビリテーシヨン技術の向上と定着

摂
食

・
囃
下
障
害
の
臨
床
的
重
症
度
分
類

（Ｄ
Ｓ
Ｓ
）
を
基
に
、

「誰

で
も
評
価
で
き
る
」

「分
か
り
や
す
い
」

「誤
囃
の
リ
ス
ク
の
高
さ
が
わ

か
る
」
よ
う
に
作
成
し
ま
し
た
。

実践事例研修会 平成30年  2月 14日

主な活動内容

「摂食・爾下障害の臨床的重症度分類(DSS)」
事業所名

食形態 :普通食 きざみ食 ベースト食 食事方法 :全介助 軽介助 自立

誤疎なし

氏名              年齢    歳 DSS段階
※こにチこツクして、当てはまる段階の―蓋下の数字をDSS段 増に書いて下さい。

また誤醐 スクなじ低 高を曾いて下さい
`

【7正 常 範 囲 】 臨床的に問題′よく、治療の必箋がない状態。 なし

【6.軽度問題】
主観的オよ問題を含めて、何らかの原l天 があり、摂食や瞭下が困難。ただし食事の動作や歯の問題など、経過観察で良いレベル。義歯 自助具を使用。

ロボーつとしている、キョロキョロしている(集中力の低下)□こばれてきちんと口に入つていない

□指示が通りにくい(理解が難しい)          □唾液が少ない

□口に到達する前にこぼす              □歯の状態が悪い(入れ歯の不具合、歯列不良)

□介助で摂取                    □食事形態(回形・半回形)粗きざみ・きざみ

□特定のものをさけている(偏食・好き嫌い。食べにくさ) □
～
五端に早く、口に頬張る(早食い。暴飲黒食)

□一口量が極端に多い

低リスク

【5口腔問題】
誤囃は無いが、先行期 準備期を含めて日腔期中心に障害があり、損食に問題 (食 べこぼしや日腔内残留が多いなど)食事Eきは食事]考間の延長や指示など

'〕

必ヽ要。

理長時間口にため込む               □時折むせる
騒努力して囃下している(疎下力の低下)      □―食に30～45分以上かかる

□下顎の上下運動だけで回旋運動(すりつぶし)がない □食事形態(固形・半回形)ペースト
□かたいものがl歯めない(阻疇力低い)

高リスク

誤暉あり

【4.機会誤疎】
日書々 誤疇したり、圏頭残留 (喉 の奥に残つている)が多かつたりする。摂食管理をしっかり行なえば、E市炎などを起こさない。

□毎食むせる □痰が絡むことがある □食事中、食事後に咳が集中する。

高リスク【3.水分 誤 疎 】 水分で誤廉するが、贈粘剤を使うなど工夫した食物では誤囃しない。

EE食事形態(水分)とろみあり

`2.食

物 誤 疎 】 水分、半固形、固形食など、あらゆるものを誤疇して、廠下できない。

〔11重液 誤 口朝 I瞳 液を含めて全て誤
'錢

する。呼吸状態が不良または囃下反射が全く起きない。

多職種協働によるり八ビリテーションの充実

言語聴覚土による個別訓練の様子

①個別訓練 :3語連鎖の理解の促し

「犬が外を走る (動作主+対象+動作)Jを カードで表してみよう。

②個別活動 :微索Ⅱ運動の促しキャップを開けたり閉めたり頑張っています。

③食事動作の向上 :ス プーンからエジソン箸 (矯工箸)を使えるように練習中です。

②

①シーティング

本人の姿勢にあった椅子・クッション・車椅子

を選ぶことで、動作が楽になります。

②白助具選定
ご本人に合ったテーブル・スプーシ・皿などを

選ぶことで食事しやすくなります。

自助具の選定

靭

Nol17201800 ②



テーマ

対 象 者 全職員

実施方法 各課や善棟の会議の中で実施

法人全体で172名が発表

発表者のコメント(一部紹介 )

●テーマが虐待と聞き、どういう風に語を持つて行くか

不安でしたが、短い時間で自分なりに考えて発表で

きて良かつた。

●やはリチームワークがものを言うと思うので、職員同

士しっかり連携をとつてチームワークで頑張つていき

たい。また、気持ちにゆとりを持つた落ち着いた支援

をしていきたいと思う。

●テーマが虐待だつたが、自分の支援の振り返りや、虐

待について考えるよい機会になった。

受講者のコメント(一部紹介 )

0不安定なご利用者を一人の職員が支援するのでは

なく、いろんな職員が関わることが大切だと思う。全

てはチームワークが必要だと感じた。みんなが協力

することでうまくチームがまわり、虐待のない支援に

つながると思う。

●報・連・相や心の余裕を作つて行けるように、チーム全

体で協力していけばと思う。

く取り組み後の効果や変化)

●虐待や日ヒ買の支援について振り返る時間を持つこと

ができ、虐待に関して意識する機会が増え、意識が持

続できた。

●情報の共有、支援方法の共有をすることで虐待防止

につながることが認識できた。

●一つのテーマでさまざまな角度からの発表(他職種)が

あり、意見交換することで共通認識を図ることができた。

糸口小学校6年生に人権標語を募集し、表彰式

を行つた。その後は園内に掲示し虐待防止を呼び

かけた。

虐待について

ゑ1螢 玄々

fr体 を考イt、 2A姦猛、

3、 子々ヾ`女ヽ(宥 、,rs久

また、職員からも標語を毎月募集し掲示した。

雅
｀
窓レみ?
差と灘きくらてる

すか 才ヽ rヾ J

疱4J

日々の支援の中で、職員が感じている不安を

集約し、所属での支援の判断基拳を決定した。

この支援で大丈夫かな?

全職員からアンケート形式で意見を聴取

委員会で検討

議論を交わしナよがら、判断基準を決定

サ

号

サ

所属長 1名 主査 4名 看護師 9名 専門員 可名

副所属長 2名 主任 2名 作業療法士 2名 管理栄養士 ]名

課長 2名 支援員 67名 言語聴覚士 2名 調理員 2名

主幹 3名 支援員援助 56名 料理人 1名 書記 1名

係長 10名 短時間勤務 3名 アド
'(イ

ザー ]名 相談員 2名 大分県糸口第二厚生園

大分県糸口厚生園

各所属でのスピーチ

各所属の特色ある虐待防止委員会での取り組み

主な活動内容

●告所属で「虐待」を

テーマにスピエチを実施

●虐待防止委員会とサービス

向上委員会のつながりを強化

0改訂版職員行動規範チェック

リスト実施後の検証

③ Nol17 90180り



実践事例研修会

事
業
回
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

平
成

２８
年

７
月
に
神
奈
川
県
相
模
原
市

の

「
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
」
、
平
成
２９
年
３
月
に
大
分
県
宇
佐
市
の

「
四
日
市
こ
ど
も
園
」
で

起
き
た
不
法
侵
入
者
に
よ
る
事
件
を
受
け
、
法
人
独
自
の
防
犯

マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
し
ま
し
た
。

防
犯

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

Ｏ
日
常
の
安
全
管
理

②
緊
急
時
の
安
全
確
保

①
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

（日
中

。
夜
間
）

に
つ
い
て
各
項
目
を
設
け
内
容

の
標
準
化
を
図
り
ま
し
た
。

マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
合
わ
せ
、

防
犯
グ

ソ
ズ

の
設
置
、
防
犯
訓

練
の
実
施
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
度
、
大
分
県
糸
口
第
二
厚
生
園
が
モ
デ
ル
施
設
と
な
り
、
防
犯

ヵ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。
設
置
後
、
意
識
変
化
に
つ
い
て
職
員
、
ご

利
用
者
、
ご
家
族

ヘ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ご
利
用
者
、
ご
家
族
か
ら

も
安
心
し
た
と
の
意
見
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ

が
あ
る
こ
と
で
事
故
発
生
時
の
状
況
を
救
急
隊
員
が
確
認
で
き
、
事
故

の
経
緯
や
負
傷
箇
所
が
わ
か
り
ま
す
。
今
後
、
法
人
内
の
他
施
設
に
も

設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

●防犯マニユアル作成

0防犯カメラ導入後の検証

防
犯
カ
メ
ラ
導
入
後
の
検
証

防あEカ メラがあることで、業務中にマイナス面がありますか

防犯カメラがあることで業務中のプラス面がありますか
6月                12月

日はい 日いいえ 騨どちらでもな七

日はい Bい いえ 臨どちらでもない日
`よ

い 日いいえ 臨どちらてもなモ

■はい 日いいえ 閣どちらでもない

23%

設置当初

0プラス面はあまり感じない。

0見られているという

緊張感がある。

12月 現在

0自分の支援を見つめ直せる。

●ご利帰者や職員の状況が

確認できる。

防犯カメラ設置についてのアンケー ト

lヽo W似01800 ④



事業団だより発行の流れ

～116号 (平成30年 1月 1日発行)を例に～

10月委員会 掲載内容 ページ割りの

協議

記事ごとに担当割り振り

各担当・所属に原稿依頼

11月委員会 各所属から上がつてきた

原稿を元に編集・レイア

ウト決め素案作成
→印刷業者へ依頼

ー

―
12月委員会 初稿を元に編集作業

文章校正・レイアウト

確認等

ー

―
事務局決議

皆様のお手元ヘ

ζttEだ f′
i it16骨

0「事業団だより」の発行・送付

●木―ムベージの管理(随時更新)

| 6
一

法
人
の
動
き
や
事
業
の
紹
介
、
各
施
設
の
近
況
報
告
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
な
ど
、
法
人
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
年
間
四
回
発
行
の

「事
業
団
だ
よ
り
」
で
発
信
し
て

い
ま
す
。

各
所
属
か
ら
の

「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
」

「
こ
の
部
分
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
等
の
想
い
を
吸
い
上
げ
、

法
人
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
全
員
で
意
識
を
高
く
も

ち
、
広
報
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

春夏秋冬 事業国の今 Iを お届けします

平成29年度発行の事業団
猟1lS百 1

だより

器4●●H● HE

',対
“

躍 すFdだ rサ

彰

:鯉

116号

主な活動内容

ゆる事,コ
づ夢コプリ
に参加しよ甘 1

投票ようしく
をぅ湖順Hし よ古 1

今年t

一キ

， Ｘ

＾

事
業
国
だ
よ
り
の
発
行

:麺更磯國

⑤ Nol17 90180ゆ
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ち
ろ

「再
出
発
Ｈ
生
活
再
建
に
向
け
て
」

大
分
県
渓
泉
寮

地
域
係
長
　
津
島
　
伸

～
立
ち
上
げ
ま
で
～

平
成
２６
年
度
渓
泉
寮
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
生
活
困
窮
者

に
舟
す
る
支
援
に
関
し
て
の
検
討
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

と
ビ

平
成
２７
年
度
に
は
本
部
事
務
局
と
大
分
県
渓
泉
寮
の
共
同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と

し
て
事
業
内
容
の
検
討
や
、
関
係
機
関

へ
の
説
明

・
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

演ト

けいせんプラザ外観

談話コーナー 自炊もできるように

キッチンも完備

居室の様子

■施設概要:e階建て延べ床面積453甫
]階が事務所、多目的室、相談室。2階は男性、3階が女性専用

フElアとなっています。2階、3階にはそれぞオ1洗濯室、キッチン、

浴室を完備し、各居室には、トイレと洗面台があります。

■食事は、渓泉寮のものを提供しますが自炊も可能となっています。

■支援スタッフイよ4名題己置しています。

■平成28年度に就労訓練事業について検討するワーキンググループをつくり、課題の整理等を行いました。

サ
■平成2U牛 6月、生活困窮者自立支援制度の『認定就労訓練事業』を開始しました。

事業概要

●大分県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会の基金を活用しモデル事業として取り組む。

●有償ボランティア (700円/日)と して金銭的動機付けをはかる。

●支援者 (サ ポーター)養成講座の開催→地域福祉の推進をめざす。

●大分県渓泉寮が有する資源 (福祉農園八イテクでの作業など)を活用した支援プ国グラムとする。

ロ事業団 実務研 論文 受賞作

福祉関係三法に柔軟に対応します

(1)生活困用者自立支援法

〈就労準備支援事業 (病院

＼>認定就労訓練事業所 C買い物

◆八日―ワーク 等

※無料低額宿泊所としての利用

不u用料:1'自8食  2,500円
(施設利用料 1,250円 朝食250円 昼食500円 夕食500円 )

利用期間 :原則最長6ヶ 月

(Ⅱ)生活保護法

対象者:生活保護受給者もしくは生活保護適用見込みの方

※措置での利用となるため、福祉事務所からの依頼により受け入

れる。これまでも渓泉寮で取り組んできた事業。居室不足等に

より十分な対応ができなかつた。

(Ⅲ)障害者総合支援法

事業内容:短期入所(宿泊場所や食事の提供等必要な支援を行います。)

※契約での利用である。相談支援事業所からの依頼が多い。

福祉関係三法の対象とならない方でも、行政機関や生活困窮

者支援をしている民間機関からのこ相談があれば、受け入れ

を検討します。

相談
生
活
困
窮
者

自立相談支擢機関 自立生活のためのプラン

けいせんプラザ
(無料低顔宿泊所)

支援委託

入所

平
成
２‐７
年
度
柁
月
１
日

―開
所

け
い
せ
ん
プ
ラ
ザ

兇

・・ 逐聖監・・

平成29年度 新たな取り組み「就労訓練事業」

Nol17(201800 ⑥



エ
ン
ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
は

「ご
利
用
者
に
楽
し
み
を

～
エ
ン
ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
事
業
～
」

大
分
県
の
ぞ
み
園

支
援
係
長
　
高
本
　
美
帆

（代
表
）

ご
利
用
者
に
と

っ
て

一
年
に

一
回
の
外
出
よ
り
も

短
時
間
外
出
や
個
別
支
援
で
職
員
と
日
常
的
に
関
わ

る
ほ
う
が
楽

し
み
が
増
え

る
の
で
は
な

い
か
、
当
た

り
前

の
生
活

近

づ

は

な
い

つヽ

も

と

手作り散策マップ

大好きなパンを作りました (個別支援の充実)

ペットショップにて(短時間外出) 思い思いの場所に出かけています (日帰リツアー)

こ
の
事
業
は

一
人
で
は
で
き

ず
、
人
と
人
と
が
関
わ
り
合

っ

て
喜
び
合

っ
て
は
じ
め
て
意
味

を
な
す
も

の
で
す
。
多
く
の
視

点
か
ら
の
支
援

＝
多
職
種
協
働

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
取
り
組
む
中
で
、
ご

利
用
者

の
新
た
な

一
面
を
見
る

こ
と

が

で
き
、
職
員
も
嬉

し

い

。
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
ご
利
用
者
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
た

い
」
と
い
う
想

い
で
始

め
た

エ
ン
ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
事

業
で
し
た
が
、
実
は
職
員
の
支

援
力
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な

が

っ
て
い
ま
す
。

散策マッア

木IJ、 こ具、

ロ
こ利用者一人ひとりが
「
喜び・感動・快適」を

感じることができるよう

支援させていただきます。

取
り
組
み
を
通
し
て

近くの公園でリフレッシュ(短時間外出靖
亡墾品購入)
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業展開報告

4月 電日

プン

4階からの眺望
宇
佐
市
上
時
枝
に

有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
開
所

県
内

６
カ
所

に
設

置

し
た

親
な
き
あ
と
相
談
室
。
見
え
て

き
た
課
題
の
ひ
と

つ
が
、
親
な

き
あ
と

の
住
ま

い
の
場
と
日
常

生
活
支
援

の
場

の
確
保
に
つ
い

て
で
し
た
。
今
回
の
研
修
会
で

は
事
業
開
始
に
向
け
た
今
ま
で
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

い
よ

い
よ

「
人

つ
星

の
丘
」

開
所
で
す
。

ラウンジ機能訓練室特別室一般室

‐ 暉

八つ星パーク

配lW(201804)①

浴場と坪庭特殊浴槽ホー,レ



若年障がい者向け ちゃれんじ

平成30年

オー

日
田
市
庄
手
に
若
年
障
が
い
者

・
精
神
障
が
い
者
向
け

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
開
所

生
活
を
し
な
が
ら

一
人
ひ
と
り
の
実
践
的
な
訓
練
計
画
に
沿

っ
て

一

定
期
間
で

『自
立
』
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
の
皆
様
と

一
緒
に
自
立
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

砲
キッチン・ラウンジ 居室前廊下

グループ麻―ム全景 アパー トをイメージし各部屋に玄関

0各施設、事業所でのサービス利用 (契約)者の状況 (平成30年 3月 1日現在)

(注 )1人の利用者が2以上のサービスを利用している場合は重複して計上

③ Nol17 90180ゆ

精神障がい者向け きぼう
,■ i' :

所 属 名

サービス利用 (契約)者数  (単位:人 )

救
　
柔
曝　
施
　
設

施

設

入

所

生

活

介

護

短

期

入

所

自

一ユ
　
訓

練

自宿

立

)白

ヨ||

練型

lフ,就

l丁

支

援労

支就

援労

A ttL

型続

支就

援労

B ttL

型続

生共

酒

援

助 同

発児

達

支

援童

放

課

後

等

デ
イ

サ

ー
ビ

ス

入福
所壁
施蟹
設児

居

宅

介

護

等

訪

問

介

護

日
中

一
時
支
援

移

動

支

援

相

談

支

援

宿無

〉白米斗

事低

業額

就
業
・生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
登
録
者

口

言十

地功総合支援センター 10 8 40 55 39 109 82 8 18 456 323 1,148

大分県渓泉寮 120 7 5 14 66 3 248

大分県のぞみ園 83 94 41 46 14 6 175 429

大分県糸口学園 60 61 36 27 75 259

大分県糸国厚生園 61 68 38 16 183

大分県糸口第二厚生回 61 73 27 26 187

大分県糸口通勤寮 9 21 24 17 71

大分県なおみ園 63 59 75 13 5 60 27 2 60 5 131 4 189 693

大分県日田はぎの園 81 82 64 31 258

地域生鴻支援センターはぎの 24 5 30 19 326 387 811

言十 120 409 447 297 21 24 13 40 27 134 44 199 27 144 10 222 49 I154 7 899 4,287



1課 事訴
１
　
法
人
経
営
に

お
け
る
現
状
と
課
題

●
こ
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上

平
成
ＳＯ
年
度
は
、
大
分
県
社

会
福
祉
事
業
団
に
と

っ
て
、
次

の
大
き
な
節
目
と
な
る
法
人
設

立
１
０
０
周
年
に
向
け
た
新
た

な
歴
史
の
第

一
歩
と
な
る
重
要

な
年
度
で
あ
る
。
「利
用
さ
れ
る

方
々
の
意
思
を
尊
重
し
、　
一
人

ひ
と
り
の
望
む
暮
ら
し
が
で
き
、

渚
き
活
き
と
充
実
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
」

と
い
う
法
人
理
念
に
全
職
員
が

立
ち
返
り
、
ご
利
用
者
や
ご
家

族
が
望
む
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
、
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

基
づ
い
た
個
別
支
援
計
画
の
作

成
と
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ

た
質
の
高
い
、
専
門
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
取
り
組
む
。

②
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

の
先
駆
的
な
取
り
組
み

平
成
２９
年
２
月
、
厚
生
労
働

省
は
地
域
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
２
０
２
０
年
代
初

頭
に
全
面
展
開
を
目
指
す
と
い

う
当
面
の
改
革
工
程
を
示
し
た
。

近
年
に
お
け
る
共
働
き
世
帯
の

増
加
や
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、

「
子
育
て
」
や

「
親
の
介
護
」

の
支
援
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
と
な
る
中
、
子
ど
も
、
障
が

い
者
、
高
齢
者
な
ど
生
渚
上
の

困
難
を
抱
え
る
人
た
ち
が
、
地

域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
汚
を

送
れ
る
よ
う
、
地
域
を

『丸
ご

と
』
支
え
る
包
括
的
な
支
援
体

制
を
構
築
し
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

今
後
も
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
、
長
年
培

っ
て
き
た
知
識
、

経
験
、
実
績
を
活
か
し
、
様
々

な
地
域

二
十
ズ
に
柔
軟
か
つ
積

極
的
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
。

０
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

ヘ
の
対
応

４
月
に
は
、
「障
害
者
の
日
常

一

生
汚
及
び
社
会
生
渚
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
及
び

児
童
福
祉
法
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
る
。

障
が
い
者
が
自
ら
望
む
地
域

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、

「生
送
」
と

「就
労
」
に

対
す
る
支
援

の

一
層

の
充
実

や
、
高
齢
障
が
い
者
に
よ
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
障
が

い
児
支
援
の
二
十
ズ
の
多
様
化

に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め

の
支
援
の
拡
充
な
ど
の
整
備
が

行
わ
れ
る
。

当
法
人
と
し
て
、
今
回
の
法

改
正
の
趣
旨
に
則
り
、
新
た
に

新
設
さ
れ
る
介
護
保
険
の
要
介

護

・
要
支
援
の
高
齢
者
の
方
の

受
け
入
れ
も
可
能
と
す
る
共
生

型
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
の
支
援
を

拡
充
さ
せ
る
自
立
生
活
援
助
、

就
労
定
着
支
援
等
の
事
業
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
展
開
し
、
ご
利
用

児
者
支
援
に
隙
間
の
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

④
福
祉
人
材
の
育
成
と
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り

「ご
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら

な
る
向
上
」
や

「
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
の
先
駆
的
な
取
り
組

み
」
等
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
福
祉
人
材
の
育
成
と
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
さ
ら
な

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
の
環
境
整
備
等
を
視
野
に

入
れ
た
研
修

。
会
議
に

一
層
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
次
世
代

育
成
支
援
や
障
が
い
者
雇
用
の

推
進
等
に
も
、
積
極
的
か
つ
継

続
的
に
取
り
組
む
。

２

重

点

方

針

以
上
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の
事

業
計
画
に
お
け
る
重
点
方
針
と

し
て
次
の
項
目
を
掲
げ
る
。

ω
多
職
種
協
働
で
取
り
組

む
こ
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
充
実

ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
望
む

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た

個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
、

個
々
の
三
―
ズ
に
沿

っ
た
質
が

高
く
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
多
職
種
協
働
で
取
り
組
む
。

ア
　
一局
齢
化
に
伴
う
心
身
機
能

の
低
下
へ
の
対
応
と
し
て
、
引

き
続
き
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
及
び
支
援
員
等
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

み
、
委
員
会
活
動
と
あ
わ
せ
て

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

イ
　
就
労
系
事
業
に

つ
い
て

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
弁
当
等
の

販
売
促
進
を
図
り
、
賃
金
向
上

に
努
め
る
。
ま
た
、
Ｂ
型
事
業

所
に
お
い
て
は
利
用
者
の
工
賃

が
サ
ー
ビ
ス
報
酬
に
反
映
す
る

仕
組
み
に
変
わ

っ
た
た
め
、
法

人
を
挙
げ
て
ご
利
用
者
処
遇
等

の
改
善
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
就
労
移
行
支
援

で

は
、　
一
般
就
労
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
等
を
策
定

し
、
基
本
的
職
業
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
。

ウ
　
児
童
系
事
業
は
、
ご
利
用

児
に
対
す
る
専
門
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
地
域
療
育
の
拠

Nol17(201800 ⑩



点
と
し
て
の
体
制
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
も
発

信
し
、
ご
利
用
児
の
自
立
支
援

の

一
過
程
を
支
援
す
る
。

②
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
事
業
団
と
し
て
の
取
り
組
み

当

事

業

団
は

、
社

会

福

祉

法

人
と
し
て
長
年
培

っ
て
き
た
知

識
、
経
験
、
実
績
を
活
か
し
、

様
々
な
地
域
二
十
ズ
に
柔
軟
に

対
応
し
、
積
極
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

ア
　
国
等
で
議
論
さ
れ
て
い
る

「親
な
き
あ
と
問
題
」
の
解
消

実
現
の
た
め
、
高
齢
障
が
い
者

の
入
居
を
優
先
と
す
る
有
料
老

入
ホ
ー
ム
と
、
高
齢
者
と
障
が

い
者
が
同

一
事
業
所
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
通
所
介
護
事

業

（共
生
型
サ
ー
ビ
ス
）
を
４

月
か
ら
開
始
す
る
。

イ
　
同
じ
く
社
会
的
課
題
と

な

っ
て
い
る
精
神
障
が
い
者
の

長
鶏
入
院
解
消
の
た
め
、
地
域

移
行
の
受
け
皿
と
し
て
の
共
同

生
活
援
助
事
業
所
と
、
若
年
障

が
い
者
が
将
来
的
自
立
を
目
指

し
訓
練
す
る
た
め
の
共
同
生
汚

援
助
事
業
所
を
４
月
に
開
始
す

一

る
。ま

た
、
九
重
町
に
障
が
い
者

の
共
同
生
洒
援
助
事
業
所
等
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域

二
―
ズ
に
応
え
る
た
め
、
共

同
生
活
援
助
と
日
中
活
動

の

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
す
る
。

ウ
　
地
域
渇
動
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
相
談
支
援
事
業
所
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
と
相
互
に
交

流
を
理
る
こ
と
が
で
き
る
拠
点

と
し
て
、
地
域
の
生
洒
課
題
に

総
合
的
に
相
談
で
き
る
体
制
に

取
り
組
む
。

工
　
生
汚
困
窮
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、

「
け
い
せ
ん
プ
ラ

ザ
」
を
核
に
、
無
料
低
額
宿
泊

事
業
と
中
間
的
就
労
を
中
心

に
、
自
立
に
向
け
た
支
援
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

０
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

ヘ
の
挑
戦

４
月
か
ら
新
設
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
各
拠
点
に

お
い
て
、
隙
間

の
な
い
よ
う

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

ま
た
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
も
、
八
つ
星
の
丘
だ
け
で

は
な
く
、
各
拠
点
に
お
い
て
も
、

ご
利
用
の
児
者
か
ら
高
齢
者
に

障
壁
が
で
な
い
よ
う
二
十
ズ
把

握
に
努
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

ア
　
自
立
生
活
援
助
は
、
渓
泉

寮
、
の
ぞ
み
園
、
糸
□
通
勤
寮

及
び
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
ぎ
の
に
お
い
て
４
月
か
ら
実

施
し
、　
一
人
暮
ら
し
へ
の
移
行

を
希
望
す
る
ご
利
用
者
に
対

し
、
定
期
的
な
巡
固
訪
間
や
随

時
の
支
援
体
制
に
よ
り
、
理
解

力
や
生
活
力
等
を
補

い
な
が

ら
、
適
切
な
支
援
を
行
う
。

イ
　
就
労
定
着
支
援
は
、　
一
般

就
労
に
移
行
す
る
障
が
い
者
が

増
加
し
て
い
る
中
、
在
職
障
が

い
者
の
就
労
に
伴
う
生
活
上
の

問
題
は
、
よ
り

一
層
多
様
化
す

る
た
め
、
就
労
に
伴
う
生
活
面

の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

就
労
先
と
の
連
絡
調
整
な
ど
の

支
援
を
地
域
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
、
渓
泉
寮
及
び
糸
□
通
勤

寮
で
取
り
組
む
。

ウ
　
障
が
い
者
が
６５
歳
以
上
に

な

っ
て
も
、
顔
な
じ
み
の
職
員

や
使
い
慣
れ
た
事
業
所
に
お
い

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
、
障
害
福
祉
サ
ー
ど

ス
事
業
で
の
介
護
保
険
の
看
板

を
起
ち
上
げ
る

「共
生
型
サ
ー

ビ
ス
」
の
展
開
も
検
討
す
る
。

４
月
の
人
つ
星
の
丘
で
の
通
所

介
護
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
在

宅
で
生
渇
さ
れ
る
高
齢
障
が
い
者

を
受
け
入
れ
可
能
と
す
る
た
め
、

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
を
受

け
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取

り
組
み
を
行
う
。

０
福
祉
人
材
育
成
と
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り

「
組
織
と
し
て
人
材
を
育
て

る
」
こ
と
を
目
的
に
し
た
職
員

研
修
計
画
に
基
づ
き
、
各
階
層

に
応
じ
た
研
修
の
実
施
や
各
職

場
で
の
職
場
内
研
修
を
通
し
て

「求
め
ら
れ
る
職
員
像
」
を
明

確
に
し
、
人
事
考
課
制
度
の
目

標
管
理
と
運
動
さ
せ
る
こ
と

で
、
ご
利
用
者
の
人
権
擁
護
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
求
め
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る

職
員
を
育
成
し
、　
一
層
の
支
援

体
制
と
組
織
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
の
充
実
に
向
け
て
、
仕
事

と
育
児
と
の
両
立
の
た
め
の
環

境
整
備
と
し
て
、
育
児
休
業
を

気
兼
ね
な
く
取
得
す
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
年
次
有
給
体
暇
取
得
の

促
進
や
職
場
内
の
意
識
啓
発
な

ど
に
よ
る
所
定
外
労
働
の
削
減

な
ど
、
よ
り

一
層
の
雇
用
環
境

の
整
備
を
図
る
。

さ
ら
に
、
４
月
か
ら
当
法
人

に
障
が

い
者
一屋
用
ア
ド
バ
イ

ザ
１
１
名
が
増
員
さ
れ
、
３
名

と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぎ

の
内
に

「
障
害
者
雇
用
率
向
上
対
策

室
」
を
起
ち
上
げ
る
。
法
人
３

箇
所
の

「障
害
者
就
業

・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
職
員
と
各

一屋
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
連
携

し
、　
一
体
的
に
機
能
さ
せ
る
こ

と
で
、
当
法
人
の
障
が
い
者

用
の
推
進
だ
け
で
な
く
、
大
分

県
の
障
が
い
者
雇
用
率
日
本

一

に
向
け
た
取
組
み
に

と
と
も
に
、
高
い
成
果
に

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
ギ
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木村  美津手

健康にこご古k,、 に[よ 蛛碁4手 tし ,れ に`
1

。及HRて
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きるた気なRttК“よることが
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■1車 tイ年しIま 古。

ぜフィRス ぬや学Lも織ぬ (暮 玉歯)と 大Π島ぬ

(悪工曲)が
｀
存在しま常。

単L遇4歯 尊が
｀
入っk令品t摂ヨRし 、R島 内規 =貨

t

整えましょう!

お力BIゴさまぜ…周年
一周年記念のマルシエに

は、200名 以上の方にご来店

いただきました Iこ れからも

月に1回、natura十 ∞
(ナチユラ

エイト)前の芝生広場で開催し

ます。

春
で
す
。
様

々
な
思

い

を
胸
に
新
年
度

の
ス
タ
ー

ト
を
き

つ
た
方
も
多

い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昨
年
度
は
法
人

５０
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
事
業
団

の
歴
史
を
振
り
返

っ
て
き
ま
し
た
。
膨

大
な
資
料
を
手
に
取
る
と
、
先
輩
方
が

積
み
上
げ
て
き
た
物
の
重
み
を
感
じ
ま

し
た
。

今
年
度
は
新
し
い
５０
年
に
向
け
て
の

第

一
歩
で
す
。

３７
名
の
新
入
団
職
員
を

迎
え
新
し
い
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。

大
分
県
な
お
み
園
で
は
障
が
い
の

あ
る
方
を
多
年
に
わ
た
り
一雇
用
し
て

い
る
こ
と
が
評
さ
れ
、
全
国
社
会
就

労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
か
ら
感
謝
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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